
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
互いに対向する前後胴周り域およびそれら胴周り域の間に位置する股下域を画成する熱融
着性シートと、前記股下域から前記前後胴周り域へ向かって延びる吸液性パネルとから構
成され、前記シートが、前記パネルの両端縁の外側に位置して前記前後胴周り域を胴周り
方向へ延びる胴周り端部と、前記パネルの両側縁の外側に位置して前記前後胴周り域を縦
方向へ延びる胴周り側部とを有し、前記シートの胴周り側部が、前記縦方向へ並ぶ熱融着
部を介して固着され、胴周り開口とその下方に一対の脚周り開口とが形成されたパンツ型
の使い捨ておむつにおいて、
前記熱融着部が、前記胴周り方向へ向かって実質的にハの字型を画くように、前記胴周り
開口と前記脚周り開口との間を前記縦方向へジグザグに延び、かつ、前記ハの字型を画す
る一辺で少なくとも２つに分割され、
前記シートの胴周り側部では、前記胴周り方向へ隣り合う前記熱融着部の胴周り方向内端
と胴周り方向外端とが前記縦方向へ所与寸法離間し、前記熱融着部の胴周り方向内外端の
間と前記ハの字型の頂とに前記縦方向へあいた間隙が形成されていることを特徴とする前
記おむつ。
【請求項２】
前記胴周り方向へ延びる複数条の胴周り用弾性部材が、前記シートの胴周り端部に伸長状
態で取り付けられ、前記脚周り開口を脚周り方向へ延びる複数条の脚周り用弾性部材が、
前記脚周り開口の周縁部に伸長状態で取り付けられ、前記シートの胴周り側部に延びる前
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記胴周り用弾性部材と前記脚周り用弾性部材との両端部が、前記間隙に位置している請求
項１記載のおむつ。
【請求項３】
前記胴周り用弾性部材と前記脚周り開口との間を前記胴周り方向へ延びる少なくとも１条
の補助弾性部材が、前記シートの前記前後胴周り域のうちの少なくとも一方に伸長状態で
取り付けられ、前記シートの胴周り側部に延びる前記補助弾性部材の両端部が、前記間隙
に位置している請求項１または請求項２に記載のおむつ。
【請求項４】
前記胴周り方向へ隣り合う前記熱融着部が、前記縦方向へ所与寸法離間し、前記熱融着部
の胴周り方向外端と胴周り方向内端とが、前記熱融着部の胴周り方向内外端の間を前記縦
方向へ延びる仮想垂直線上に位置している請求項１ないし請求項３いずれかに記載のおむ
つ。
【請求項５】
前記シートの胴周り側部を前記胴周り方向へ延びる仮想水平線と前記熱融着部とのなす角
度が、１０～３０°の範囲にある請求項１ないし請求項４いずれかに記載のおむつ。
【請求項６】
前記ハの字型を画する一辺の胴周り方向の長さ寸法が、５～２０ｍｍの範囲、前記熱融着
部１つの胴周り方向の長さ寸法が、１～５ｍｍの範囲、前記間隙の前記縦方向の長さ寸法
が、０．３～１ｍｍの範囲にある請求項１ないし請求項５いずれかに記載のおむつ。
【請求項７】
前記熱融着性シートが、肌当接側に位置する透液性表面シートと、肌非当接側に位置する
不透液性裏面シートとから形成され、前記吸液性パネルが、前記表面シートと前記裏面シ
ートとの間に介在している請求項１ないし請求項６いずれかに記載のおむつ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、排泄物を吸収、保持する使い捨ておむつに関する。
【０００２】
【従来の技術】
実開平７－３４８１４号公報は、肌当接側に位置する熱融着性かつ透液性の表面シートと
、肌非当接側に位置する熱融着性かつ不透液性の裏面シートと、表裏面シートの間に介在
する吸液性パネルとから構成され、互いに対向する前胴周り域および後胴周り域と、それ
ら胴周り域の間に位置する股下域とを備え、前後胴周り域を縦方向へ延びる表裏面シート
の胴周り側部が合掌状に重なり合い、胴周り側部が縦方向へ並ぶ熱融着部を介して固着さ
れ、胴周り開口とその下方に一対の脚周り開口とが形成されたパンツ型の使い捨ておむつ
を開示している。
【０００３】
胴周り側部の縦方向上部と縦方向下部とでは、熱融着部が胴周り方向へ略水平に延びると
ともに、縦方向へ所与寸法離間して並んでいる。胴周り側部の縦方向中央部では、熱融着
部が胴周り方向へ向かってＶ字型を画くように縦方向へジグザグに延びている。胴周り開
口の周縁部には、胴周り方向へ延びる胴周り用弾性部材が伸長状態で取り付けられている
。脚周り開口の周縁部には、脚周り方向へ延びる脚周り用弾性部材が伸長状態で取り付け
られている。
【０００４】
このおむつでは、胴周り側部がその縦方向中央部にＶ字型を画く熱融着部を介して固着さ
れているので、着用したおむつを脱がせるときに、表裏面シートを熱融着部の周縁に沿っ
て斜め下方へ向かって引き裂くことができ、表裏面シートが胴周り方向へ裂けてしまうこ
とがなく、引き裂き操作が容易であるという効果を有する。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
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前記公報に開示のおむつでは、胴周り側部の縦方向上下部と縦方向中央部とで熱融着部の
パターンが異なるので、上下部と中央部とにおける表裏面シートの引き裂き強度が異なり
、表裏面シートを縦方向へ向かって略一定の力で引き裂くことができない。また、このお
むつでは、胴周り側部の縦方向上下部に形成された熱融着部が胴周り方向へ略水平に延び
ているので、胴周り側部において表裏面シートを引き裂くときに、引き裂き線が胴周り方
向へ走ってしまう場合がある。それらを回避するためには、胴周り側部の縦方向上下部に
、胴周り側部の縦方向中央部と同様の胴周り方向へＶ字型を画く熱融着部を形成すればよ
い。
【０００６】
しかし、胴周り側部の縦方向上下部にＶ字型を画く熱融着部を形成すると、熱融着部によ
って胴周り側部に延びる胴周り用弾性部材と脚周り用弾性部材との両端部が切断されてし
まう場合がある。胴周り用弾性部材と脚周り用弾性部材とは、その両端部が表裏面シート
の胴周り側部に固着されていることが一般的であり、胴周り用弾性部材と脚周り用弾性部
材との両端部が切断されると、おむつの着用時に胴周り側部におけるそれら弾性部材の固
着が解除され易く、胴周り用弾性部材が胴周り方向内方へ向かって収縮したり、脚周り用
弾性部材が脚周り方向内方へ向かって収縮する場合があり、それら弾性部材の伸長応力が
低下する。それら弾性部材の伸長応力が低下したおむつでは、それを着用した着用者の胴
周りと脚周りとの締め付けが不十分となり、おむつのずれ下がりや排泄物の漏れが生じて
しまう。
【０００７】
本発明の課題は、胴周り側部においてシートを引き裂くときに、引き裂き線が胴周り方向
へ走ることがなく、シートを縦方向へ略一定の力で引き裂くことができ、胴周り側部に延
びる熱融着部が胴周り用弾性部材と脚周り用弾性部材との両端部を切断することがないパ
ンツ型の使い捨ておむつを提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
前記課題を解決するための本発明の前提は、互いに対向する前後胴周り域およびそれら胴
周り域の間に位置する股下域を画成する熱融着性シートと、前記股下域から前記前後胴周
り域へ向かって延びる吸液性パネルとから構成され、前記シートが、前記パネルの両端縁
の外側に位置して前記前後胴周り域を胴周り方向へ延びる胴周り端部と、前記パネルの両
側縁の外側に位置して前記前後胴周り域を縦方向へ延びる胴周り側部とを有し、前記シー
トの胴周り側部が、前記縦方向へ並ぶ熱融着部を介して固着され、胴周り開口とその下方
に一対の脚周り開口とが形成されたパンツ型の使い捨ておむつである。
【０００９】
前記前提における本発明の特徴としては、前記熱融着部が前記胴周り方向へ向かって実質
的にハの字型を画くように、前記胴周り開口と前記脚周り開口との間を前記縦方向へジグ
ザグに延び、かつ、前記ハの字型を画する一辺で少なくとも２つに分割され、前記シート
の胴周り側部では、前記胴周り方向へ隣り合う前記熱融着部の胴周り方向内端と胴周り方
向外端とが前記縦方向へ所与寸法離間し、前記熱融着部の胴周り方向内外端の間と前記ハ
の字型の頂とに前記縦方向へあいた間隙が形成されていることにある。
【００１０】
本発明は以下の実施態様を有する。
（１）前記胴周り方向へ延びる複数条の胴周り用弾性部材が、前記シートの胴周り端部に
伸長状態で取り付けられ、前記脚周り開口を脚周り方向へ延びる複数条の脚周り用弾性部
材が、前記脚周り開口の周縁部に伸長状態で取り付けられ、前記シートの胴周り側部に延
びる前記胴周り用弾性部材と前記脚周り用弾性部材との両端部が、前記間隙に位置してい
る。
（２）前記胴周り用弾性部材と前記脚周り開口との間を前記胴周り方向へ延びる少なくと
も１条の補助弾性部材が、前記シートの前記前後胴周り域のうちの少なくとも一方に伸長
状態で取り付けられ、前記シートの胴周り側部に延びる前記補助弾性部材の両端部が、前
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記間隙に位置している。
（３）前記胴周り方向へ隣り合う前記熱融着部が、前記縦方向へ所与寸法離間し、前記熱
融着部の胴周り方向外端と胴周り方向内端とが、前記熱融着部の胴周り方向内外端の間を
前記縦方向へ延びる仮想垂直線上に位置している。
（４）前記シートの胴周り側部を前記胴周り方向へ延びる仮想水平線と前記熱融着部との
なす角度が、１０～３０°の範囲にある。
（５）前記ハの字型を画する一辺の胴周り方向の長さ寸法が、５～２０ｍｍの範囲、前記
熱融着部１つの胴周り方向の長さ寸法が、１～５ｍｍの範囲、前記間隙の前記縦方向の長
さ寸法が、０．３～１ｍｍの範囲にある。
（６）前記熱融着性シートが、肌当接側に位置する透液性表面シートと、肌非当接側に位
置する不透液性裏面シートとから形成され、前記吸液性パネルが、前記表面シートと前記
裏面シートとの間に介在している。
【００１１】
【発明の実施の形態】
添付の図面を参照し、本発明に係るパンツ型の使い捨ておむつの詳細を説明すると、以下
のとおりである。
【００１２】
図１，２は、おむつ１Ａの部分破断斜視図と、拡大して示す胴周り側部９の部分斜視図と
であり、図３は、図１のＩ－Ｉ線端面図である。図１では、胴周り方向を矢印Ｘ、縦方向
を矢印Ｙで示し、脚周り方向を矢印Ｚで示す。なお、表面シート２と裏面シート３との内
面とは、パネル４に対向する面をいい、それらシート２，３の外面とは、パネル４に非対
向の面をいう。
【００１３】
おむつ１Ａは、肌当接側に位置する熱融着性かつ透液性の表面シート２と、肌非当接側に
位置する熱融着性かつ不透液性の裏面シート３と、それらシート２，３の間に介在する吸
液性パネル４とから構成されている。おむつ１Ａは、互いに対向する前胴周り域５および
後胴周り域７と、それら胴周り域５，７の間に位置する股下域６とを有する。
【００１４】
表面シート２と裏面シート３とは、パネル４の両端縁４ａの外側に位置して前後胴周り域
５，７を胴周り方向へ延びる胴周り端部８と、パネル４の両側縁４ｂの外側に位置して前
後胴周り域５，７を縦方向へ延びる胴周り側部９とを有する。
【００１５】
おむつ１Ａでは、表裏面シート２，３の胴周り側部９が合掌状に重なり合い、胴周り側部
９が縦方向へ並ぶ熱融着部１０を介して固着されている。おむつ１Ａには、胴周り開口１
１とその下方に一対の脚周り開口１２とが形成されている。
【００１６】
胴周り端部８には、胴周り方向へ延びる複数条の胴周り用弾性部材１４が伸長状態で取り
付けられている。脚周り開口１２の周縁部１３には、脚周り方向へ延びる複数条の脚周り
用弾性部材１５が伸長状態で取り付けられている。胴周り側部９では、そこに位置するそ
れら弾性部材１４，１５の両端部１４ａ，１５ａが表裏面シート２，３の少なくとも一方
の内面に固着されている。胴周り側部９を除く残余の部位では、それら弾性部材１４，１
５が表裏面シート２，３の少なくとも一方の内面に間欠的に固着されている。
【００１７】
胴周り端部８と胴周り側部９と脚周り開口１２の周縁部１３とでは、表面シート２と裏面
シート３との内面どうしが固着されている。パネル４は、股下域６から前後胴周り域５，
７へ向かって延びている。パネル４は、表面シート２と裏面シート３との少なくとも一方
の内面に接合されている。表裏面シート２，３の固着、表裏面シート２，３に対する弾性
部材１４，１５の固着やパネル４の接合には、ホットメルト接着剤（図示せず）が使用さ
れている。
【００１８】
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熱融着部１０は、図２に示すように、胴周り方向へ向かって実質的にハの字型を画くよう
に、胴周り開口１１と脚周り開口１２との間を縦方向へジグザグに延びている。熱融着部
１０は、ハの字型を画する一辺で３つに分割され、それら熱融着部１０が縦方向へ所与寸
法離間して並んでいる。それら熱融着部１０は、胴周り方向へ傾斜して延び、胴周り方向
へ所与の長さ寸法Ｌ２を有する。
【００１９】
胴周り方向へ隣り合う熱融着部１０では、それら熱融着部１０の胴周り方向内端１０ａと
胴周り方向外端１０ｂとが縦方向へ所与寸法離間している。熱融着部１０の胴周り方向内
端１０ａと胴周り方向外端１０ｂとの間には、縦方向へあいた間隙１６が形成されている
。ハの字型の頂では、熱融着部１０の胴周り方向内端１０ａどうしが縦方向へ所与寸法離
間している。ハの字型の頂には、縦方向へあいた間隙１７が形成されている。熱融着部１
０では、その胴周り方向内端１０ａと胴周り方向外端１０ｂとが胴周り方向内外端１０ａ
，１０ｂの間を縦方向へ延びる仮想垂直線Ｓ１上に位置している。
【００２０】
胴周り側部９には、胴周り用弾性部材１４と脚周り用弾性部材１５との両端部１４ａ，１
５ａが延び、それら弾性部材１４，１５の両端部１４ａ，１５ａが間隙１６，１７に位置
している。胴周り側部９では、熱融着部１０とそれら弾性部材１４，１５の両端部１４ａ
，１５ａとが交差することはなく、熱融着部１０がそれら弾性部材１４，１５の両端部１
４ａ，１５ａを切断することはない。ゆえに、おむつ１Ａでは、胴周り用弾性部材１４の
胴周り側部９における固着が解除されることはなく、胴周り用弾性部材１４が胴周り方向
内方ヘ収縮することはない。また、おむつ１Ａでは、脚周り用弾性部材１５の胴周り側部
９における固着が解除されることはなく、脚周り用弾性部材１５が脚周り方向内方ヘ収縮
することはない。おむつ１Ａでは、それら弾性部材１４，１５の伸長応力が低下すること
はなく、胴周り用弾性部材１４と脚周り用弾性部材１５とによって着用者の胴周りと脚周
りとを十分に締め付けることができる。
【００２１】
おむつ１Ａでは、表裏面シート２，３の胴周り側部９が間欠的に延びる熱融着部１０を介
して固着されているので、熱融着部１０が連続して延びる場合と比較し、胴周り側部９に
おける固着面積を少なくすることができる。胴周り側部９では、熱融着部１０が縦方向へ
一定のパターンで延びているので、胴周り側部１０全域の引き裂き強度を略均一にするこ
とができ、胴周り側部１０において表裏面シート２，３を略一定の力で引き裂くことがで
きる。
【００２２】
おむつ１Ａでは、胴周り側部９において表裏面シート２，３を縦方向へ引き裂くことによ
って、着用者から汚れたおむつ１Ａを簡単に脱がせることができる。おむつ１Ａでは、胴
周り方向へハの字型を画く熱融着部１０の周縁に沿って表裏面シート２，３が斜め下方へ
向かって引き裂かれて行く。
【００２３】
おむつ１Ａでは、熱融着部１０の胴周り方向内端１０ａと胴周り方向外端１０ｂとが仮想
垂直線Ｓ１上に位置しているので、引き裂き線が熱融着部１０の胴周り方向内端１０ａか
ら胴周り方向外端１０ｂにつながり易く、引き裂き線が熱融着部１０の間で途切れてしま
うことはない。
【００２４】
おむつ１Ａでは、胴周り側部９を胴周り方向へ延びる仮想水平線Ｓ２と熱融着部１０との
なす角度θが１０～３０°の範囲にある。角度θが１０°未満では、表裏面シート２，３
を引き裂くときに、引き裂き線が胴周り方向へ走ってしまう場合がある。
【００２５】
おむつ１Ａでは、ハの字型を画する一辺の胴周り方向の長さ寸法Ｌ１が５～２０ｍｍの範
囲にあり、熱融着部１０の１つの胴周り方向の長さ寸法Ｌ２が１～５ｍｍの範囲にある。
長さ寸法Ｌ１が２０ｍｍを超過しかつ長さ寸法Ｌ２が５ｍｍを超過する場合では、胴周り

10

20

30

40

50

(5) JP 3706553 B2 2005.10.12



側部９に必要以上の熱融着部１０が形成され、表裏面シート２，３を引き裂くときに、強
い力を加えなければならず、引き裂き操作を円滑に行うことができない。長さ寸法Ｌ１が
５ｍｍ未満かつ長さ寸法Ｌ２が１ｍｍ未満では、熱融着部１０の剥離強度にもよるが、お
むつ１Ａを着用したときに、表裏面シート２，３が熱融着部１０において剥離してしまう
場合がある。
【００２６】
おむつ１Ａでは、間隙１６，１７の縦方向の長さ寸法Ｌ３が０．３～１ｍｍの範囲にある
。長さ寸法Ｌ３が０．３ｍｍ未満では、弾性部材１４，１５の両端部１４ａ，１５ａを間
隙１６，１７に位置させることが困難であり、弾性部材１４，１５の両端部１４ａ，１５
ａと熱融着部１０とが交差し易く、熱融着部１０によって弾性部材１４，１５の両端部１
４ａ，１５ａが切断されてしまう場合がある。
【００２７】
図４は、図１とは異なる熱融着部１０のパターンを示す図２と同様の部分斜視図である。
熱融着部１０は、ハの字型を画する一辺で３つに分割されている。それら熱融着部１０は
、胴周り方向へ傾斜して延び、胴周り方向へ一列に並んでいる。胴周り方向へ隣り合う熱
融着部１０では、それら熱融着部１０の胴周り方向内端１０ａと胴周り方向外端１０ｂと
が仮想垂直線Ｓ１上に位置しておらず、胴周り方向内端１０ａと胴周り方向外端１０ｂと
が縦方向と胴周り方向とへ所与寸法離間している。熱融着部１０の胴周り方向内端１０ａ
と胴周り方向外端１０ｂとの間には、縦方向へあいた間隙１６が形成されている。ハの字
型の頂には、縦方向へあいた間隙１７が形成されている。胴周り側部９では、胴周り用弾
性部材１４と脚周り用弾性部材１５との両端部１４ａ，１５ａが間隙１６，１７に位置し
ている。
【００２８】
熱融着部１０と仮想水平線Ｓ２とのなす角度θやハの字型を画する一辺の胴周り方向の長
さ寸法Ｌ１、熱融着部１０の一条の胴周り方向の長さ寸法Ｌ２、間隙１６，１７の縦方向
の長さ寸法Ｌ３は、図１のそれと同一である。
【００２９】
図５，６は、他の実施の形態を示すおむつ１Ｂの部分破断斜視図と、拡大して示す胴周り
側部の部分斜視図とであり、図７は、図５のＩＩ－ＩＩ線端面図である。図５では、胴周
り方向を矢印Ｘ、縦方向を矢印Ｙで示し、脚周り方向を矢印Ｚで示す。このおむつ１Ｂが
図１のそれと異なる点は、以下のとおりである。
【００３０】
おむつ１Ｂの前後胴周り域５，７には、胴周り方向へ延びる複数条の補助弾性部材１８が
伸長状態で取り付けられている。補助弾性部材１８は、胴周り用弾性部材１４と脚周り開
口１２との間を縦方向へ所与寸法離間して並んでいる。
【００３１】
胴周り側部９では、そこに位置する補助弾性部材１８の両端部１８ａが表裏面シート２，
３の少なくとも一方の内面に固着されている。胴周り側部９を除く残余の部位では、補助
弾性部材１８が表裏面シート２，３の少なくとも一方の内面に間欠的に固着されている。
なお、パネル４を胴周り方向へ横切る補助弾性部材１８は、裏面シート３の内面に間欠的
に固着されている。表裏面シート２，３に対する補助弾性部材１８の固着には、ホットメ
ルト接着剤（図示せず）が使用されている。
【００３２】
おむつ１Ｂでは、補助弾性部材１８の両端部１８ａが胴周り側部９に延び、補助弾性部材
１８の両端部１８ａが間隙１７に位置している。おむつ１Ｂでは、熱融着部１０が補助弾
性部材１８の両端部１８ａを切断することがないので、補助弾性部材１８の胴周り側部９
における固着が解除されることはなく、補助弾性部材１８が胴周り方向内方ヘ収縮するこ
とはない。おむつ１Ｂでは、補助弾性部材１８ａの伸長応力が低下することはない。
【００３３】
熱融着部１０と仮想水平線Ｓ２とのなす角度θやハの字型を画する一辺の胴周り方向の長
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さ寸法Ｌ１、熱融着部１０の一条の胴周り方向の長さ寸法Ｌ２、間隙１６，１７の縦方向
の長さ寸法Ｌ３は、図１のそれと同一である。
【００３４】
表裏面シート２，３とそれら弾性部材１４，１５，１８とのホットメルト型接着剤による
固着には、接着剤をスパイラル状やスプレー状に塗布するパターンを適宜選択することが
できる。ただし、弾性部材１４，１５，１８を表裏面シート２，３に確実に固着するには
、弾性部材１４，１５，１８の全表面積に対する接着剤の塗工面積率が２０～８０％の範
囲にあることが好ましい。接着剤の塗工面積率が２０％未満では、弾性部材１４，１５，
１８が表裏面シート２，３から外れてしまう場合がある。接着剤の塗工面積率が８０％を
超過すると、弾性部材１４，１５，１８の収縮が接着剤によって妨げられてしまう。
【００３５】
表面シート２には、親水処理を施した繊維不織布、または、微細な多数の開孔を有する熱
可塑性プラスチックフィルムを使用することができる。裏面シート３には、疎水性繊維不
織布、通気不透液性の熱可塑性プラスチックフィルム、疎水性繊維不織布を重ね合わせた
複合不織布、疎水性繊維不織布と通気不透液性の熱可塑性プラスチックフィルムとを重ね
合わせた複合シートのいずれかを使用することができる。
【００３６】
裏面シート３には、高い耐水性を有するメルトブローン法による繊維不織布を、高い強度
を有しかつ柔軟性に富んだスパンボンド法による繊維不織布で挟んだ複合不織布を使用す
ることもできる。
【００３７】
不織布としては、スパンレース、ニードルパンチ、メルトブローン、サーマルボンド、ス
パンポンド、ケミカルボンド、エアースルー、の各製法により製造されたものを使用する
ことができる。不織布の構成繊維としては、ポリオレフィン系、ポリエステル系、ポリア
ミド系、の各繊維、ポリエチレン／ポリプロピレンまたはポリエステルからなる芯鞘型複
合繊維または並列型複合繊維を使用することができる。
【００３８】
パネル４は、フラッフパルプと高吸収性ポリマー粒子との混合物、または、フラッフパル
プと高吸収性ポリマー粒子と熱可塑性合成樹脂繊維との混合物であり、所要の厚みに圧縮
されている。パネル４は、それの型崩れやポリマー粒子の脱落を防止するため、全体がテ
ィッシュペーパーに被覆、接合されていることが好ましい。ポリマー粒子としては、デン
プン系、セルロース系、合成ポリマー系のものを使用することができる。
【００３９】
それらおむつ１Ａ，１Ｂでは、熱融着部１０がハの字型を画する一辺で２つに分割されて
いてもよく、熱融着部１０がハの字型を画する一辺で４つ以上に分割されていてもよい。
【００４０】
それらおむつ１Ａ，１Ｂでは、表面シート２が弾性伸縮性を有する親水性繊維不織布から
形成され、裏面シート３が弾性伸縮性を有する疎水性繊維不織布から形成されていてもよ
い。それらシートが弾性伸縮性を有する不織布から形成されている場合は、胴周り用弾性
部材１４や脚周り用弾性部材１５、補助弾性部材１８の取り付けを省くこともできる。
【００４１】
【発明の効果】
本発明にかかるパンツ型の使い捨ておむつによれば、シートの胴周り側部が間欠的に延び
る熱融着部を介して固着されているので、熱融着部が連続して延びる場合と比較し、胴周
り側部における固着面積を少なくすることができる。シートの胴周り側部では、熱融着部
が胴周り方向へ向かって実質的にハの字型を画くように縦方向へ一定のパターンで延びて
いるので、胴周り側部全域の引き裂き強度を略均一にすることができ、胴周り側部におい
てシートを略一定の力で引き裂くことができる。また、このおむつでは、熱融着部の周縁
に沿ってシートが斜め下方へ向かって引き裂かれ、引き裂き線が胴周り方向へ走ってしま
うことはない。
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【００４２】
胴周り端部に胴周り用弾性部材が取り付けられるとともに脚周り開口の周縁部に脚周り用
弾性部材が取り付けられたおむつでは、シートの胴周り側部に位置するそれら弾性部材の
両端部が間隙に位置し、熱融着部がそれら弾性部材の両端部を切断することがない。この
おむつでは、胴周り用弾性部材が胴周り方向内方ヘ収縮することはなく、脚周り用弾性部
材が脚周り方向内方ヘ収縮することはないので、それら弾性部材の伸長応力が低下するこ
とはない。このおむつでは、胴周り用弾性部材と脚周り用弾性部材とによって着用者の胴
周りと脚周りとを十分に締め付けることができ、おむつのずれ下がりや排泄物の漏れが生
じてしまうことはない。
【００４３】
補助弾性部材が取り付けられたおむつでは、シートの胴周り側部に位置する補助弾性部材
の両端部が間隙に位置し、熱融着部が補助弾性部材の両端部を切断することがないので、
補助弾性部材が胴周り方向内方ヘ収縮することはなく、補助弾性部材の伸長応力が低下す
ることはない。
【００４４】
熱融着部の胴周り方向外端と胴周り方向内端とが仮想垂直線上に位置しているおむつでは
、引き裂き線が熱融着部の胴周り方向内端から胴周り方向外端につながり易く、引き裂き
線が熱融着の間で途切れてしまうことはない。
【図面の簡単な説明】
【図１】おむつの部分破断斜視図。
【図２】拡大して示す胴周り側部の部分斜視図。
【図３】図１のＩ－Ｉ線端面図。
【図４】図１とは異なる熱融着部のパターンを示す図２と同様の部分斜視図。
【図５】他の実施の形態を示すおむつの部分破断斜視図。
【図６】拡大して示す胴周り側部の部分斜視図。
【図７】図５のＩＩ－ＩＩ線端面図。
【符号の説明】
１　　　　　　パンツ型の使い捨ておむつ
２　　　　　　透液性表面シート（熱融着性シート）
３　　　　　　不透液性裏面シート（熱融着性シート）
４　　　　　　吸液性パネル
４ａ　　　　　両端縁
４ｂ　　　　　両側縁
５　　　　　　前胴周り域
６　　　　　　股下域
７　　　　　　後胴周り域
８　　　　　　胴周り端部
９　　　　　　胴周り側部
１０　　　　　　熱融着部
１０ａ　　　　　胴周り方向内端
１０ｂ　　　　　胴周り方向外端
１１　　　　　　胴周り開口
１２　　　　　　脚周り開口
１３　　　　　　周縁部
１４　　　　　　胴周り用弾性部材
１４ａ　　　　　両端部
１５　　　　　　脚周り用弾性部材
１５ａ　　　　　両端部
１６　　　　　　間隙
１７　　　　　　間隙
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１８　　　　　　補助弾性部材
１８ａ　　　　　両端部
Ｌ１　　　　　　長さ寸法
Ｌ２　　　　　　長さ寸法
Ｌ３　　　　　　長さ寸法
Ｓ１　　　　　　仮想垂直線
Ｓ２　　　　　　仮想水平線
θ　　　　　　角度

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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